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２
０
１
８
年
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

輸
入
量
は
１
５
８
０
万
ｔ
（
３
７
２
２
億

円
）
に
の
ぼ
る
。
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

07
年
以
降
の
価
格
高
騰
が
、
輸
入
飼
料
に

依
存
し
た
加
工
型
畜
産
を
主
と
す
る
わ
が

国
の
畜
産
に
重
く
の
し
か
か
り
、
国
産
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
切
り
替
え
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
長
ら
く
国
内
生

産
の
普
及
拡
大
が
進
ま
な
い
課
題
は
、
誰

が
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
か
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
生
産
技
術
や
流
通
（
貯
蔵
・
輸

送
）、
市
場
価
格
、
政
策
支
援
と
い
っ
た

人
為
的
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
よ

う
や
く
普
及
し
て
き
た
背
景
に
は
政
策
支

援
が
あ
る
。
そ
こ
に
至
る
過
程
で
大
き
く

貢
献
し
た
の
は
、
柳
原
孝
二
氏
が
代
表
を

務
め
る
北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合
の
生
産

者
た
ち
で
、
20
年
度
に
は
そ
の
栽
培
規
模

は
77
戸
・
３
８
０
ha
に
拡
大
し
て
い
る
。

政
策
支
援
の
前
提
は
、
水
田
転
作
に
よ

る
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
で
あ
る
こ

と
。
経
営
所
得
安
定
対
策
の
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
に
戦
略
作
物
助
成
と
し

て
３
万
５
０
０
０
円
／
10
ａ
と
、
20
年
度

か
ら
新
た
に
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助

成
と
し
て
１
万
円
／
10
ａ
が
支
給
さ
れ
る

か
ら
だ
。
そ
の
ほ
か
、
産
地
交
付
金
は
都

道
府
県
あ
る
い
は
市
町
村
で
設
定
さ
れ
る

た
め
、
地
域
に
よ
る
差
が
大
き
く
な
る
。

北
海
道
の
水
田
転
作
が
盛
ん
な
地
域
で

は
、
輪
作
作
物
導
入
加
算
や
耕
畜
連
携
な

ど
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
支
給
さ

れ
る
交
付
金
が
10
ａ
当
た
り
10
万
円
を
超

え
る
事
例
も
複
数
の
市
町
村
で
見
ら
れ

た
。
小
麦
や
大
豆
、
ナ
タ
ネ
と
と
も
に
、

地
域
格
差
は
道
内
で
も
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、
事
例
紹
介
で
は
、
作
業
工
程
が

秋
小
麦
25
、
春
小
麦
16
、
大
豆
18
に
対
し

て
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
13
と
圧
倒
的

に
少
な
い
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
作
業

時
間
も
、
秋
小
麦
３
・
６
時
間
、
大
豆
２
・

１
時
間
に
対
し
て
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
１
・
６
時
間
に
抑
え
ら
れ
た
事
例
、
新

た
な
圃
場
を
取
得
し
て
か
ら
土
壌
改
良
す

る
間
の
作
物
と
し
て
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
40

ha
弱
作
付
け
す
る
ワ
ン
オ
ペ
経
営
、

貯
蔵
コ
ン
テ
ナ
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、

ハ
ー
ド
コ
ン
テ
ナ
を
導
入
し
て
対
応
し
て

い
る
大
規
模
法
人
経
営
で
の
取
り
組
み
な

ど
3
つ
の
農
場
を
取
り
上
げ
た
。
府
県
に

比
べ
て
、
区
画
面
積
が
大
き
い
点
、
大
型

機
械
の
活
用
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

自
前
で
建
物
を
建
て
る
な
ど
の
工
夫
が
コ

ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
畜
産
品
の
一
例
と
し
て
、
よ
つ

ば
乳
業
㈱
が
消
費
者
の
声
に
応
え
て
、
Ｎ

Ｏ
Ｎ

－

Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
飼
料
だ
け
で
な
く
、
放

牧
酪
農
に
よ
る
最
高
品
質
の
牛
乳
を
製
造

し
て
い
る
。
酪
農
に
限
っ
て
も
、
全
国
各

地
で
Ｎ
Ｏ
Ｎ

－

Ｇ
Ｍ
Ｏ
飼
料
を
試
用
し
た

生
乳
に
よ
る
牛
乳
生
産
事
例
が
あ
り
、
輸

入
の
Ｎ
Ｏ
Ｎ

－

Ｇ
Ｍ
Ｏ
飼
料
が
国
産
飼
料

に
切
り
替
わ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

な
お
、
講
演
の
最
後
に
荒
木
氏
は
、
政

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
際
価
格
（
シ
カ
ゴ

相
場
）
は
２
０
２
０
年
９
月
以
降
、
約
７

年
振
り
に
５
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
ェ
ル
を
突

破
。
海
上
運
賃
や
為
替
変
動
の
影
響
を
受

け
て
、
濃
厚
飼
料
価
格
の
高
騰
は
当
面
続

き
そ
う
な
情
勢
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
国

産
原
料
へ
の
切
り
替
え
気
運
が
高
ま
り
、

国
産
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
普
及
拡

大
の
好
機
が
訪
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
２
月
５
日
に
開
催

さ
れ
た
の
が
『
国
産
濃
厚
飼
料
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』
で
あ
る
。
当
初
は
集
会
形
式
で
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生

産
・
利
用
の
拡
大
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
２
０
０
名
を
超
え
る
参

加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。

10
ａ
当
た
り
の
交
付
金
は

10
万
円
超
え
の
地
域
も

主
催
し
た
日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
の

野
口
政
志
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
く
基
調

講
演
に
は
、
酪
農
学
園
大
学
名
誉
教
授
の

荒
木
和
秋
氏
が
登
壇
し
た
。「
子
実
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
栽
培
の
現
状
と
意
義
」
に
つ
い

て
、
農
業
経
済
分
野
の
専
門
家
の
視
点
か

ら
解
説
し
た
。
北
海
道
で
の
子
実
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
に
関
わ
る
詳
細
な
デ
ー
タ

は
、
関
係
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
内
容
だ

っ
た
。
要
点
を
下
記
に
ま
と
め
た
。

▲

2月5日
　（オンライン開催）
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策
支
援
の
増
強
と
地
域
格
差
の
是
正
、
収

穫
機
や
乾
燥
・
貯
蔵
・
加
工
施
設
等
へ
の

補
助
の
拡
充
、
畜
産
農
家
へ
の
流
通
体
制

や
最
終
商
品
へ
の
付
加
価
値
の
転
嫁
な

ど
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
課
題
と

引
き
続
き
向
き
合
う
必
要
性
を
訴
え
た
。

政
策
立
案
を
担
う
農
水
省
は 

現
場
と
の
温
度
差
を
隠
せ
ず

続
い
て
、
国
産
濃
厚
飼
料
を
め
ぐ
る
情

勢
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部

飼
料
課
の
課
長
補
佐
の
谷
口
康
子
氏
が
報

告
し
た
。
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に

対
し
て
は
、
農
地
利
用
の
政
策
と
畜
産
の

政
策
が
連
携
し
て
後
押
し
す
る
農
水
省
の

姿
勢
を
ま
ず
示
し
た
。

国
内
の
飼
料
生
産
の
現
状
は
、
濃
厚
飼

料
の
自
給
率
が
過
去
10
年
で
11
～
14
％
に

留
ま
り
飼
料
の
国
産
化
が
進
ん
で
い
な
い

実
態
と
、
飼
料
用
米
お
よ
び
稲
発
酵
飼
料

の
作
付
面
積
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
が

図
示
さ
れ
た
。
一
方
で
濃
厚
飼
料
向
け
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
19
年
産
の
作
付
面
積
が

約
６
１
０
ha
で
、
そ
の
う
ち
の
４
２
０
ha

が
子
実
用
（
北
海
道
産
は
３
３
０
ha
）
に

及
び
、
20
年
産
の
面
積
は
集
計
中
で
は
あ

る
も
の
の
北
海
道
を
中
心
に
生
産
面
積
等

が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
生
産
と
畜
産
へ
の
利
用
に
話

題
が
及
ぶ
と
、
イ
ア
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

の
情
報
を
紹
介
す
る
な
ど
、
作
付
面
積
で

既
に
上
回
る
子
実
用
の
デ
ー
タ
を
農
水
省

が
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
実
情
が
露
呈
し

た
。
個
々
の
生
産
者
が
、
国
や
都
道
府
県

よ
り
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が

あ
り
、
飼
料
生
産
現
場
と
の
温
度
差
を
隠

せ
な
い
場
面
が
見
ら
れ
た
。

な
お
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
わ
る

交
付
金
に
つ
い
て
は
20
年
に
新
た
に
整
備

さ
れ
た
産
地
交
付
金
の
高
収
益
作
物
拡
大

加
算
、
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成
が

紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
、
荒
木
氏
の
講
演

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
全
国
区
で
眺
め
れ

ば
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
政
策
支
援
に
格

差
が
生
じ
る
仕
組
み
で
あ
る
点
な
ど
、
地

域
で
突
出
し
た
生
産
者
に
は
必
ず
し
も
行

き
届
い
て
い
な
い
現
状
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

「
失
敗
は
成
功
の
母
」
を 

地
で
行
く
事
例
紹
介
に

事
例
紹
介
に
は
千
葉
県
成
田
市
の
水
田

農
家
の
小
泉
輝
夫
氏
と
、
同
氏
か
ら
子
実

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
供
給
を
受
け
て
茨
城

県
稲
敷
市
で
放
牧
酪
農
に
取
り
組
ん
で
い

る
上
野
裕
氏
が
登
壇
し
た
。

小
泉
氏
は
、
い
ま
だ
に
水
稲
単
作
経
営

の
多
い
谷
地
田
や
狭
小
な
田
ん
ぼ
の
広
が

る
湿
田
エ
リ
ア
で
、
水
田
転
作
で
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

14
年
に
０
・
６
ha
で
始
め
た
試
験
栽
培
は
、

17
年
に
は
３
・
０
ha
ま
で
拡
大
し
た
。
し

か
し
、
18
年
の
生
育
不
良
、
19
年
の
台
風

被
害
で
全
滅
に
遭
遇
。
と
こ
ろ
が
、
諦
め

ず
に
種
を
播
く
こ
と
に
し
た
20
年
は
、
台

風
被
害
の
復
旧
で
水
稲
作
業
が
遅
れ
、
3

月
に
早
期
播
種
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
田

植
え
の
前
に
播
種
す
る
と
、
8
月
末
に
収

穫
を
迎
え
る
た
め
、
９
～
10
月
の
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
避
け
ら
れ
る
こ
と
を
実
証
で
き

た
と
新
た
な
可
能
性
に
触
れ
た
。

普
及
拡
大
す
る
北
海
道
に
比
べ
て
、
千

葉
県
で
は
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
実

例
が
少
な
く
、
水
田
転
作
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
か
ら
交
付
金
の
支
援
は
限
ら
れ
る

と
い
う
。
府
県
で
は
、
栽
培
技
術
や
作
業

体
系
が
確
立
し
て
も
、
輸
入
飼
料
価
格
や

大
規
模
生
産
が
可
能
な
北
海
道
で
の
取
り

組
み
に
比
べ
る
と
、
コ
ス
ト
高
に
な
る
た

め
、
生
産
地
と
供
給
地
の
距
離
を
短
く
す

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

ま
た
、
需
要
家
で
あ
る
上
野
氏
は
、
高

泌
乳
を
捨
て
自
給
飼
料
を
優
先
し
た
10
年

間
を
経
て
、
05
年
に
夏
場
に
放
牧
す
る
酪

農
に
転
換
し
た
。
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

飼
料
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
酪
農
家

が
地
域
の
特
性
に
基
づ
く
経
営
判
断
で
放

牧
を
選
ん
で
い
る
こ
と
と
、
国
産
の
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
期
待
し
て
い
る
事
象
と

は
切
り
離
し
て
考
え
て
い
る
と
い
う
。
上

野
氏
が
放
牧
、
さ
ら
に
国
産
子
実
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
使
う
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は『
中
国
を
誰
が
養
う
の
か
』

（
レ
ス
タ
ー
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
、
１
９
９
５
年
）
だ
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
“
普
通

の
穀
物
”に
な
っ
て
ほ
し
い
と
切
望
す
る
。

現
在
続
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
高
騰
に

つ
い
て
、
中
国
の
需
要
量
増
大
は
当
面
続

く
こ
と
か
ら
、
価
格
面
で
も
国
産
で
代
替

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
見
越
し
て
、
小
泉

氏
と
の
出
会
い
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
出
し

た
の
で
あ
る
。
な
お
、
購
入
飼
料
と
の
扱

い
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
加
熱
に
よ
る
嗜

好
性
向
上
が
で
き
な
い
の
で
、
粉
砕
し
て

給
餌
し
て
い
る
と
い
う
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
質
疑
応
答
を
ほ
ぼ

チ
ャ
ッ
ト
に
頼
る
運
営
で
、
講
演
の
時
間

が
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
生
産
拡
大
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
」
の

一
点
に
限
ら
れ
た
。
荒
木
氏
は
、
こ
れ
ま

で
の
畜
産
業
界
で
は
飼
料
を
価
格
の
み
で

語
り
、
品
質
に
注
視
し
て
こ
な
か
っ
た
点

を
指
摘
し
た
。
小
泉
氏
は
「
需
要
家
と
の

意
識
の
共
有
は
重
要
だ
が
、
生
産
コ
ス
ト

が
合
っ
て
い
な
い
の
で
な
か
な
か
取
り
組

め
な
い
。
作
業
体
系
の
構
築
や
圃
場
の
基

盤
整
備
等
、
さ
ら
に
は
運
搬
・
貯
蔵
、
補

助
金
体
系
に
つ
い
て
は
飼
料
用
米
だ
け
で

な
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
も
対
応
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
上
野
氏
は
、「
国

産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
高
価
で
粉
砕
手
間
が

か
か
る
な
か
で
使
っ
て
い
る
の
は
志
の
問

題
。
ほ
か
の
畜
産
家
に
も
使
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
必
要
に
な
る
」
と
述
べ
、
府
県
の
狭
い

条
件
で
も
実
施
で
き
る
支
援
の
拡
充
を
求

め
た
。

（
加
藤
祐
子
）


